
 

 

   

  

 

中学部 学校間交流（安方中学校） 

 今年も１２月６日（土）矢口祭と、３月７日（土）大田区立安方中学校の作品展に

おいて交流を行いました。 安方中学校からは「和菓子のデザイン」「水彩画」

「名前のデザイン」の作品をお借りしました。作品を鑑賞した生徒からは「すごい」

「とてもきれい」などの声が聞かれ、安方中へメッセージを届けました。 

本校からは中学部２年生の刺繍作品と作業学習の革製品を出展しました。安

方中学校の生徒から「刺繍がとても丁寧で、本物の果物のように美味しそうに見

えた。」「革製品を一から作っていることに驚いた。」など沢山の感想をいただきま

した。 お互いに感想メッセージをやりとりする活動にもつながっています。 

 

ものづくりフォーラム【１月１７日（土）】 

１月１７日（土）「第２４回大田区ものづくり教育・学習フォーラ

ム」が、大田区立大森スポーツセンターにて開催されました。こちら

のイベントは、大田区教育委員会主催のものづくり産業への理解を

深める行事で、学校でのものづくり体験を舞台で発表する「学習発

表会」と、作品や成果の「展示発表」、技術科・家庭科各部門の「技

術コンテスト」、さらに区内の企業・団体のものづくり指導者による

「ものづくり体験会」を実施しています。 

本校は今年度も、中学部の作業学習の取り組みについて、「展示

発表」の部門に参加しました。多くの来場者が本校の展示物を閲覧

してくださり、地域とのつながりを更に深めることができました。 

 

副籍交流について 

 

【令和７年度の実施状況】  

1４５名の児童・生徒が、副籍交流を実施しました。交流を実施した方には「令和７年度 副籍制度に基づ

く交流及び共同学習 実施計画書兼実施報告書」を今年度の最終日に配布しますので御確認ください。 

 

【副籍交流の御感想 （一部抜粋して紹介します。）】 

＜間接交流＞  

・間接的ではありますが、学校だよりを通じての交流を行い、情報の共有ができてよかったです。 

・間接交流の一環として、「学校だよりを届ける・受け取る」交流を行いましたが、小学校の先生とやり取りを

したことが楽しかったようです。 

・作品を出展し、矢口で頑張っているところを見てもらうことができて励みになりました。 

特別支援だより 
令和８年３月１９日発行  Ｎｏ.４ 

矢口特別支援学校長 阿出川 千賀子 

本号作成 特別支援部 水沼、越塚、渡邉 

【矢口祭期間  

安方中学校の作品鑑賞の様子】 



＜直接交流＞ 

・初めての直接交流で図画工作の授業に参加しました。楽しみに待ってくれていた友達とすぐに仲良くなり、

とても嬉しそうでした。心の壁を感じることなく交流できたことに感謝です。 

・参加させてもらったとき、子供たちがいろいろと質問をして知ってくれようとしていたこと、親切にしてくれた

こと、話しかけてくれたこと、とても嬉しかったです。 

・近所を歩いていると時々子供たちから声を掛けられ、交流の成果を感じています。 

・事前に保護者だけ交流先のクラスに伺い、子供の話をするお時間をいただきました。そのおかげで、交流

先のお子さんたちに興味を持ってもらえたように感じました。サポートしていただきありがとうございました。 

・地域指定校に対応をお任せするのではなく、保護者が予め子供とどう関わってほしいかを明確にしておき、

両担任に伝えておいた方が実のある交流に繋がると思いました。 

・ずっと交流をしてきて、本人はもちろん周囲の子供たちの成長に驚きました。「私が私が」だった低学年生

が、「彼のために」という高学年生に代わっていくいこと、そうした友人たちに心を開く子供、周りの成長が本

人を成長させると思いました。 

 

〇令和８年度の交流も地域指定校と連携しながら実施していきます。子供たち一人一人の得意なこと、苦手

なことは異なりますし、地域指定校の状況も様々です。無理なく続けられる交流、お互いの成長につなが

る交流を相談・協力しながら進めて参りますので、保護者の皆様の御理解と御協力をよろしくお願いいた

します。 

 

センター的機能報告 

本校は、地域における特別支援教育の推進・充実に向け、センター的機能を活用した取組に努めています。

今年度も各区の特別支援教育に関する講演会や研修等の講師、教員の専門性向上のための小中学校への

巡回相談等を実施しました。また、児童・生徒一人一人の個に応じた学びの場を検討するため、行動観察を

行ったり、就学支援委員会に参加したりしています。 

区     時期・回数 内 容 

大田 

計 8回 

特別支援教育コーディネーター連絡協議会（副籍制度に基づいた交流について） 

特別支援学校のセンター的機能を活用した巡回相談に関わる連絡会 

エリアネットワーク研修会 

8月 学校特別支援員研修会 講師 

9月 初任者研修 第６回センター研修 講師 

9月 学校間交流 出前授業（多摩川小） 

9月・１０月 本人講座、ボランティア養成講座 

１月 第３回特別支援教育研修会 講師（於・東調布第一小） 

年間 3回 特別支援学級の専門性向上事業（蒲田中） 

年間 6回 小中学校研修会 講師（蓮沼中 3回 蒲田中 2回 西六郷小） 

年間 21回 
小中学校への巡回相談 

 （児童・生徒の行動観察や、必要とする支援について教員への助言等） 



 

 

 

 

 

 

 

 

区     時期・回数 内 容 

世田谷 

５月・１月 エリアネットワーク連絡会（於・久我山青光学園） 

９月 玉川地域協議会 

年間 1回 小中学校研修会講師（弦巻小） 

年間 2回 特別支援教育研究協議会講師 

 年間 2回 
小中学校への巡回相談 

 （児童・生徒の行動観察や、必要とする支援について教員への助言等） 

大田・世田谷 

その他 

年間 32回 就学支援委員会等への参加 

７月・９月 学校公開 

年間 9回 学校見学会 

通年 副籍交流のための理解啓発、連絡調整等 

計 63ケース 副籍直接交流のための事前打合せ 

3回 都立高校、小中学校等との連絡会・協議会等 


